
第５学年 ＥＳＤ（総合的な学習の時間）学習指導案 
日時：平成２８年１０月１８日（火）３校時 
場所：第５学年教室 授業者：冨田 優美子 

１ 単元名 「私達の生活と環境Ⅰ」 
 
２ 児童の実態 

本学級の児童は、社会科の学習で農業や水産業の学習を通して、自分たちのくらしを支える食糧生産につ 
いて学んだ。食糧生産に携わる人々の苦労や工夫、食糧の主な生産地を調べていくうちに、食糧自給率の低

さに気付き、危機意識を持つことができた。しかし、テーマを決めて、情報を集め、整理・分析、まとめ・

表現、といった一連の学習の流れを自力で解決することは難しかったため、興味のある仲間同士で話し合い

ながら進めてきた。他グループとも交流をしながら、表現方法を工夫することができてきた。しかし、見通

しを持って学習に取り組むことや、相手意識を持って表現方法を工夫することを苦手としている児童が多

い。 
 

３ ＥＳＤの視点に立った学習指導について 
 （１）教材について 

  本単元は、食料がどこから自分のところまで来るのかを出発点とし、米、野菜、果物、などが比較的身

近な産地だったのに比べ、畜産物、水産物の産地が遠い県外や外国であることの理解から始まる。日本の

農業を調べていくにあたり、日本では農業や水産業が盛んであるにもかかわらず、どうしてこんなにも外

国産が出回っているのか、県内と県外では栽培方法等がどうして違うのかを、児童一人ひとりの疑問を大

切に、調べ学習を行ってきた。そして、地産地消が省エネであること、地域の食文化を学ぶことが郷土を

知ることにつながり、郷土や日本を愛する心情を育てることのできる教材だと考える。 
 （２）持続可能な社会づくりとの関連 
   現在、日本は食糧、服飾等において外国の力を借りて生産者にものを送っている。今後も、そのように

外国とうまく関わり合いながら、日本の産業を支えていかなければならない。今回、児童が学んだ食糧は、

様々な国や地域を介し、膨大なエネルギーを消費して運ばれてくることを理解させたい。これは、「持続

可能な社会づくりの構成概念」のうち、「Ⅱ相互性」にあたる。また、旬な食材が体に良いこと、地産地

消が食糧自給率アップにつながることを学び、家族や地域の人と連携し合いながら、これからの生活を再

考させたい。これは、「Ⅴ連携性」にあたる。さらに、それぞれの地域には地形や気象などの特徴があり、

その特徴を生かしながら産業に取り組んでいる様子や、様々な国でも日本と同じように産業が行われてい

ることに気付かせたい。これは、「Ⅰ多様性」にあたると考えている。 
 （３）本単元の学習指導で重視する能力・態度の内容とその指導 
  ＜多様な観点から考え、見通しを持ってよりよい解決策を考える力＞ 
   どのような手段で情報を集めるのか考え、その情報をわかりやすく伝えようとすることができる力 

 ＜気持ちや考えを交流させ、協力して取り組む態度＞ 
   調べたことを伝え合い、友達と意見交流をしながら、どのように伝えるか話し合う態度 
  ＜様々な人や社会、自然などとのつながりを尊重する態度＞ 
   食料生産の調べ学習を通して、日本の食料生産に興味をもち、日本のものを大事にしようとする態度 
  ＜より良い未来をめざし、その実現に向けて主体的・計画的に取り組む態度＞ 
   自分たちの身の回りの食料生産についての調べ学習に計画的に取り組み、課題や成果を進んで発信し

ようとする態度 



 これらの能力・態度を育てるために、本単元では次のような点に留意して指導を進める。 
① 調べたいことを分類整理し、どの手段で情報収集を行えばよいか分かりやすくする。  
② 調べたことを伝え合う場を定期的に設け、他グループの表現方法を知り、幅を広げることができるように 
 する。 
③ 岩瀬の食料から国を越えた食料生産へ広がり、食料生産においての課題を見つけさせることで、岩瀬や県

内の食料を大切にしていこうという気持ちを高めることができるようにする。 
 
４ 単元の目標 
① 身近な食材の生産地を知り、私たちの食生活は外国に依存していることに気付く。 
② 地域の食文化を知り、旬の食べ物や地産地消が省エネであることを学ぶ。 
③ 学んだことを分かりやすく表現し、生活に生かすことができるようにする。 
 
５ 指導計画と評価基準（総時数 ２０時間） 
段階 主な学習活動 

（時数） 
多様な観点と見通し 

（学習方法） 
交流と協力 

（他者や社会） 
つながり 

（他者や社会） 
主体的・計画的 
（自分自身） 

課

題

の

設

定 

＜私たちの食べ物はどこか

ら来るのか＞  （２） 
・自分のテーマを決める 

 食べ物の生産

地について自分

で調べたいこと

を考えている。 

 自分のテーマ

を友達と比べな

がら、具体的な

テーマにしよう

としている。 

 県外とのつな

がりを意識し、

様々な機関に支

えられているこ

とに気付くこと

ができる。 

 自分の意欲を

うまくテーマに

表現できるよう

に考えている。 

情

報

の

収

集 

＜伝える内容を決めよう＞ 
        （５） 
・生産地が身近な食べ物 
・生産地が遠くの食べ物 
・地域の旬な食材や郷土料 
 理 
・農家の人の苦労、工夫 
・今後の日本の食糧生産 

 どんな手段で

調べたいことに

ついての情報を

集めるか考えて

いる。 
 調べたことを

分かりやすくま

とめている。 

 社会科で学習

してきたことを

もとに、友達と

調べたことを伝

え合うことがで

きる。 

 今までの学習

を生かし、自分

のテーマに発展

させて、伝える

ことを決めるこ

とができる。 

 自分のテーマ

に合った情報が

集められるよう

に、本やインタ

ーネット、イン

タビューなどの

計画を立てるこ

とができる。 
整

理 
・

分 
析 

＜発表会の準備をしよう＞ 
         （１２） 
・発表のシナリオを作る。 
・発表の工夫を考える。 
        〈本時〉 
・中間発表を行う。 
・反省し修正する。 

 発表がみんな

にわかりやすく

伝わるように、

絵やセリフなど

の表現の仕方を

工夫している。 

 友達と協力し

ながら、発表会

の内容をまとめ

修正をすること

ができる。 

 地元から来る

食料と県外や外

国から来る食料

の違いやつなが

りを考えてまと

めている。 

 自分の伝えた

いことを意識し

て、中心となる

内容をふくらま

せて発表するこ

とができる。 

ま 
と 
め 
・ 
表 
現 

＜今までの活動を振り返ろ

う＞       （２） 
・発表会を行う。 
・活動のふり返りを行う。 

 発表の良かっ

た点や、来年度

に生かせるとこ

ろを話し合い、

考えをまとめる

ことができる。 

 友達と協力し

て発表会をする

ことができた達

成感を味わうこ

とができる。 

 食料を通して

地元と県外、外

国のつながりの

大切さを理解す

ることができ

る。 

 発表会の内容

を見て、来年度

に生かせる点に

ついて考えを持

つことができ

る。 



６ 本時のねらい 
  自分たちが学習したことを、より分かりやすく伝えるためにどんな工夫ができるか話し合うことができ

る。 
 
７ 指導過程 
段

階 
学習内容・活動 時

間 
〇指導上の留意点 ＊ＥＳＤの視点にたった留意点 

・評価＜ＥＳＤで重視する能力・態度＞ 
導

入 
１ 本時のめあてを確認する。 

２ 発表をきき合い、工夫できることを伝

え合う。 
（１） 発表する。 
 
（２） きいていたグループはよかった点、

質問、改善点を付箋に記入する。 
   発表したグループは、反省をする。 
 
（３） 付箋に書いたことに補足説明をし

ながら発表する。 
・セリフだけでは伝わらない 
・クイズにヒントを入れた方がよい 
・身振り手振りをつけた方がよい 

（４）（１）（２）を繰り返す。 
 
３ 自分のグループで話し合う。 
（１）付箋を整理する。 

・ よかった点、質問、改善点に分別 
・ 改善点を、すぐ直せることと、時 
間がかかりそうなことに分別 

 
（２）改善点について、具体的にどのよう

にするか話し合う。 
 
４ 学習を振り返る。 
（１）本時の感想を交流する。 
 
（２）次時の学習内容を知る。 

５ 
 
 
 

 
25 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
10 

 
 
 
 
 
 
 

 
５ 

〇 祖父母参観で、何を誰に向けて発表するのかを

再確認し、相手意識をもって活動にあたれるよう

にする。 
 
 
〇 ２つのグループにそれぞれ発表させる。その後、

発表をきいていたグループは付箋に記入したよか

った点、質問、改善点を、補足説明を入れながら発

表する。 
〇 付箋に書く内容の例を示してから、行わせる。 
〇 発表をきくグループは話し合いがしやすいよ

う、コの字にさせる。 

・ 他グループの意見も取り入れながら、自分たちが 
伝えたいことをよりわかりやすく発表するための

工夫を考えることができたか。（発表・ワークシー

ト・話し合い） 

 
〇 感想を発表させ、様々な意見を聞き、吟味する

ことで互いのグループがよい方向に進むことを実感

させる。 
〇 相手意識と目的意識を忘れず取り組めるよう、

意欲を高める声かけをする。 
 

 祖父母参観に向けて、わかりやすく伝

えるためにはどのような工夫をすれば

よいか話し合おう。 

＊ 発表者には、自分のグループの伝えたいこと

や工夫点を初めに伝えさせる。＜交流と協力＞ 

＊ リハーサル前に改善できることと、本番まで 
の間に改善したいことをグループで話し合わ

せ、見通しを持たせる。 
＜交流と協力＞＜主体的・計画的＞ 

＊ 出てきた意見で、わからないことがあったら

質問してもよいこととする。 
＜多様な観点と見通し＞ 



 

（３）授業研究の様子（ＥＳＤの視点に立った能力や態度を育成するための手立てに沿って） 

＜ 展開段階「発表を聴き合い、意見交換をする」＞ 

 ① 発表者に、自分のグループの伝えたいことや工夫点を初めに伝えさせる。＜交流と協力＞ 

 各グループの伝えたいことや工夫点を話すことにより、発表者はポイントを再確認することができ、

聴く側は伝えたいことに沿った意見を考えることができる。それぞれの意図をもち意見交換に臨むこ

とで、めあてである「もっとわかりやすく」という相手意識をもたせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 発表者は出てきた意見でわからないことがあった場合、質問してもよいこととし、その場で次の

活動の見通しをもてるようにする。                 ＜多様な観点と見通し＞ 

  もらった意見に対し、疑問がある場合はその場で問い返すことで、意見を次の話合いで生かすこと

ができるようにした。自分のグループの意図があるならばそれを説明し、多様な観点があることを理解

するとともに、グループでの話合いの見通しを立てることができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 伝えたいことと、それを伝えるためにど

んな工夫をしたかを話し、全体で共有し

て発表を聴き合うことができた。中には、

「相手に分かりやすくするために」会話

を入れたなどと、明確な目標をもち、それ

を伝えることができたグループもあっ

た。 
● 伝え方に対する工夫点が多く、内容の構

成に関する工夫点がなかったがために、

話合いでの意見が伝え方に限定されてし

まった。 

 

○ 伝えたいことに沿って聞き、もっ 
とわかりやすくするためのアドバイ

スをしっかり受け止めることによ

り、見通しを立てることができた。 
● クイズの内容や話す順番など、内

容に関する意見が出るとよいと考え

ていたが、身振り手振りやセリフの

話し方に関する意見が多かった。内

容に関する観点をいくつか与えた上

で発表を聞かせてもよかった。 



③ リハーサル前に改善できることと、本番までの間に改善したいことをグループで話し合わせ、見通

しをもたせる。                     ＜交流と協力＞＜主体的・計画的＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次時「話し合った改善点をもとに、発表内容を工夫する」＞ 

 

 

○ 出てきた意見をグループで協力して話し合い、すぐに改善できることは青色で、本番までに

改善したいことは黄色で囲むことにより、意見を整理することができた。 

○ 子どもたちが一人ひとり意見を出し合い、中にはすぐには改善できないが、どのような方法

で改善したらよいか案を出し合っているグループもあった。 

● 意見があまり出なかったグループでは、自分たちの考えを出し合いながら改善したため、主 

観的な考え方になってしまい、「たくさんの人にわかりやすく伝えるために」という観点が薄 

くなってしまっていた。 

 すぐに改善できそうなことを、具体的にどのように改善 

するかを話し合い、実際に行いながら決めていた。主に身振 

り手振りを工夫しているグループが多かったが、「スクリー 

ンに絵があった方がわかりやすい」と図書室に行き、魚の絵 

を探す子どもたちや、「セリフが長すぎるから」と短く区切 

り、間に何か工夫を入れたいと話す子どもたちの姿が見ら 

れた。本時ではなかなか出なかった内容に関する意見だが、 

グループで動きながら話し合っているうちに、「みんなが参 

加できるようにするには、クイズは指さないで手を挙げて 

もらった方がいいんじゃない」などと、意識が聞いてもらう 

人の方向へと向いてきているように感じた。 

 



第５学年 理科学習指導案 
日 時 平成２８年６月１４日（火）５校時 

    場 所：理科室 授業者：笹島 明美 
 
１ 単元名 「植物の発芽と成長」（東京書籍） 
   
２ 児童の実態 
  子どもたちは、理科が好きで、理科の時間を楽しみにしている。観察、実験に対しても、熱心に取

り組むことができるが、「その結果から何がわかるか」ということになると「何のために」観察や実験

をしていたのかということを忘れていまい、「○○だった。○○になった。」という目の前の結果だけ

が分かったという児童が少なくない。また、自分の考えを意欲的に発表することができ、その友達の

考えを聞こうという姿勢もできているクラスである。けれど、友だちの結果は結果で私の考えは別だ

からと、友だちの考えを取り入れて考えることができない児童が多い。このような実態から、友だち

の考えと比較しながら聴き、自分の考察に取り入れていくことができるよう取り組んでいるところで

ある。 
 
３ ＥＳＤの視点に立った学習指導について 
（１） 本単元に関わる持続可能な社会づくりの構成概念 

本単元の学習を通して、身の回りにある庭や畑で「どんな植物を育てているのか」「育てるために

どんなことをしていたのか」と関心を高め、さらにここから、総合的な学習の時間の「地域の土地

の様子と産業の特徴を調べていく活動へ」と学習を発展させていくことができるものと考える。 
Ⅰ 多様性  Ⅱ 相互性  Ⅲ 有限性  

（２）本単元の学習指導で重視する能力・態度の内容とその指導 
＜多様な観点から考え、見通しをもってより良い解決策を考える力＞  

…植物を育てた経験を基に、植物の発芽するための条件やよりよく成長するための条件について考

えることができる力 

＜気持ちや考えを交流させ、協力して取り組む態度＞  

 …既習事項をもとに、予想にもとづく観察、実験を友だちと協力しながら行い、自分の考察を伝え

るだけでなく、友だちの考察も取り入れながら結論を導出することができる力 
＜さまざまな人や社会、自然などのつながりを尊重する態度＞  
 …自然環境や人々の関わりに方によって、植物の成長には大きな違いができてくることに気づくこ

とができる力 
＜よりよい未来をめざし、その実現に向けて主体的・計画的に取り組む態度＞ 
 …植物の発芽や成長の条件について自分の予想を書き、観察・実験の計画を立てて主体的に取り組

むことのできる力 
 …植物のより良い成長のために何が必要かの学習を通して、植物の世話をすることの大切さに気づ

き、収穫するまでに必要なことを考え、実行できる力 
これらの能力・態度を育てるために、次のような点に留意して指導を進める。 
（１）学習の系統性をふまえ、単元導入において、既習事項を確認し、考えの根拠をもたせるように

する。 



（２）植物の様子について、比較していけるように継続観察させ、観察カードを書くだけでなく、写

真を撮るようにする。カードや写真を話し合いにも活用することによりお互いの考えを共有し

やすくする。 
（３）予想したことをもとに観察・実験の班を編成し、観察・実験の計画を立てやすくする。さらに、

観察・実験後の考察についても班で確認し合い、自信をもって他の班の友だちに伝えられるよ

うにする。 
 
４ 単元の目標 

植物を育て、植物の発芽や成長の様子を調べ、植物の発芽や成長の条件についての考えをもつ

ことができるようにし、地域の環境に合った植物を考えることや植物の世話をすることの大切さ

に気づき、収穫するまで栽培しようとする意欲をもつことができる。 
ア 植物は、種子の中の養分を基にして発芽すること。 
イ 植物の発芽は、水、空気及び温度が関係していること。 
ウ 植物の成長には、日光や肥料などが関係していること。 

  
５ 指導計画と評価規準（総時数 １５時間） 
次 時 指 導 内 容 関心・意欲・態度 科学的な思考.表現 実験.観察の技能 知識・理解 

１ １ 
 

種子の発芽について、
様々な種が芽を出すに
は、何が必要か考えるこ
とができる。 

様々な種子を観

察し、植物の発

芽に興味・関心

をもち、調べよ

うとしている。

＜多様な観点と見通し＞  

植物の発芽につ

いて、予想や仮

説をもってい

る。 

  

２ 発芽の条件を調べるため
の計画を立て、実験を始
めることができる。 

 条件に着目して

観察や実験を計

画し、表現して

いる。 
＜主体的・計画的＞ 

同じくする条

件、変える条件

を考え、実験を

することができ

る。 
＜多様な観点と見通し＞  

 

３ 予想や仮説に基づき観察
を行う。 

植物の発芽に興

味・関心をも

ち、調べようと

している。 
＜交流と協力＞ 

 植物の発芽につ

いて、その経過

や結果を記録し

ている。 
＜多様な観点と見通し＞  

 

４ 

５

６ 

発芽に必要な条件につい
て、まとめることができ
る。 

 植物の発芽につ

いて、条件を関

係付けて考察

し、友だちの考

えを取り入れな

がら結論を導出

することができ

る。 
＜多様な観点と見通し＞

＜交流と協力＞ 
＜つながり＞ 

 植物の発芽には

水、空気及び温

度が関係してい

ることを理解し

ている。 
時季を見て種を

蒔くことが大切

であることを理

解することがで

きる。 
＜多様な観点と見通し＞  
＜つながり＞ 

２ ７ 種子の発芽の様子から、
発芽するときの子葉のは
たらきについて予想する
ことができる。 

自分の育ててき

たインゲンマメ

の子葉の様子の

変化に気づくこ

とができる。 
＜つながり＞ 

   



８

９ 

発芽前後の種子の中の栄
養の存在を調べ、種子が
発芽するときの養分につ
いてまとめることができ
る。 

  種子に含まれて

いる養分をヨウ

素液を適切に使

って観察してい

る。 

植物は、種子の

中の養分を基に

して発芽するこ

とを理解してい

る。 
＜多様な観点と見通し＞  

３ 10 
本

時

11 

植物の成長について、事象
提示から課題づくりと予
想や仮説を考える。予想や
仮説について話合い、共有
する。実験の方法を考え
る。実験の準備をする。 

植物の成長に興

味をもち、進ん

で考えようとし

ている。 
＜主体的・計画的＞ 

植物の成長に日

光や肥料がどう

関係するか調べ

る方法を考え説

明している。 
＜多様な観点と見通し＞

＜主体的・計画的＞ 
＜交流と協力＞ 

実験をするため

に必要なものを

準備することが

できる。 

 

12 成長の条件について、予
想や仮説に基づき観察を
行う。 

 自分の予想や仮

説をもとに気付

きを表現してい

る 

条件を制御して

調べ、成長の違

いを記録にまと

めている。 
＜多様な観点と見通し＞  

 

13 

14 
15 
 
 

インゲンマメの成長の実
験・観察の結果をまとめ、
自分の考察をする。その結
果と考察についてグルー
プの中で確認する。他のグ
ループの結果と考察につ
いて知り、たくさんの情報
からもう一度考察する。 
成長条件について考察

したことをもとに、全体で
話合い学習のまとめをす
る。 

他のグループの

結果や考察を知

り、自分の結果

と照らし合わせ

よ う と し て い

る。 
自分たちの育て

てきたインゲン

マメの苗をより

大きく育て、収

穫しようと意欲

をもつことがで

きる。 
＜主体的・計画的＞ 
＜多様な観点と見通し＞

＜交流と協力＞ 
 

植 物 の 成 長 に

は、日光や肥料

が必要であると

考え、自分の考

えを表現してい

る。  
＜多様な観点と見通し＞  

 植 物 の 成 長 に

は、日光や肥料

が関係し、日光

に当たって肥料

をあたえるとよ

く育つことを理

解している。 
日当たりを考え

たり肥料をやっ

たりなどの世話

の大切さを理解

している。 
＜主体的・計画的＞ 
＜つながり＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ ねらい ＜第１０時＞ 
事象提示（成長の違っているインゲンマメ）から気付いたことの話合い、植物の成長条件につ

いて自分なりの予想や仮説をもち、友だちと話したり書いたりする活動を通して植物の成長に必

要な条件の見通しを持つことができる。 
７ 指導過程 
過

程 
学 習 内 容 ・ 活 動 時間 ○指導上の留意点 ＊ＥＳＤの視点に立った留意

点 ・評価＜ESD で重視する能力・態度＞ 
 
 
導 
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終 
末 

１ 前時までの学習について確認す

る。 
２ 事象提示（成長の違っているイン

ゲンマメ）から本時のめあてをつか

む。     （課題把握の段階） 
  インゲンマメを元気に育てるた

めには、何が必要だろうか。 
 
 
 
 
３ これまでの生活経験や既習事項

から予想や仮説を考える。   
（見通しをもつ段階） 

(1)自分の考えをノートに書く。 
 

(2)グループの模造紙に考えを書き

込んでいく。 
 
 

(3)それぞれの考えを発表し合い、

みんなの考えを共有する。 
 
 
 
 
 
 
 

(4)予想や仮説を整理し、実験のグ

ループをつくる。 
５ 本時の学習を振り返り、理科日記

を書く。 
（本時のまとめの段階） 

 ５ 
 
１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２７ 
 
 

(5) 
 
 (5) 

 
 
 

(10) 
 
 
 (7) 
 
 
 
 
 
  
 
 ３ 
 

○前時までの学習、発芽の条件と種子の中の養分を

基にして発芽することを確認するようにする。     

＊模造紙に子どもたちが気付いたことを書き込んで

いくようにする。＜交流と協力＞ 
＊提示したインゲンマメや自分のインゲンマメの苗

を比べて、相違点を見つけていく中で、原因を考え

させるようにする。＜多様な観点と見通し＞ 

○子どもたちの気付いたことをつないでいくよう言

葉かけをする。  
・植物の成長に興味を持ち、進んで自分なりの考え

を話している。   
＜多様な観点と見通し＞＜主体的・計画的＞ 

○自分の考えをノートに書くときに、「～なので、～

だと思う。」というような自分なりの根拠をもった

予想や仮説の書き方ができるように言葉かけをす

る。   
＊書き終わるのが早い児童から、グループの友達と

それぞれの考えを書いたり話したりするよう言葉

かけをするようにする。 

＜多様な観点と見通し＞＜交流と協力＞ 
＊発表をする中で、似ているところや違うところな

どに気を付けるようにさせる。 

＜多様な観点と見通し＞ 

○話合いによって考えが変わることもあるので、な

ぜ、変わったのか理由を書くようにする。 
・自分の予想や仮説をノートに書き、友だちと話したり書いたり

することを通して、必要なものについての見通しをもつことが

できたか。           （発表、ノート） 

＜多様な観点と見通し＞＜交流と協力＞＜主体的・計画的＞  
○予想や仮説の同じ、或いは、似ている児童でグルー

プを作るようにする。 
○これから時間のかかる実験になるので意欲が継続

できるような言葉かけを考え、まとめるようにする。 

 

 

 

 



６ ねらい ＜第１１時＞ 
自分の予想や仮説を確かめるための実験方法を考え、実験の準備をすることができる。 

 
過

程 
学 習 内 容 ・ 活 動 時間 ○指導上の留意点 ＊ＥＳＤの視点に立った留意

点 ・評価＜ESD で重視する能力・態度＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

１ 前時までの学習について確認す

る。 
 
２ 自分の予想や仮説を確かめるた

めの実験方法を考える。 
(1) 自分の考えをノートに書く。 

 
(2)グループの中で話し合う。 

 
 

(3)全体で実験について確認する。 
 
 
 
 
 
 
３ 実験の準備をする。 

（観察、実験の段階） 
 
 
４ 本時の学習を振り返り、理科日記

を書く。 
（本時のまとめの段階） 

 ５ 
 
 
２０ 
 

(5) 
 

(5) 
 
 

(10) 
 
 
 
 
 
 
１５ 
 
 
 
 ５ 

○予想や仮説の同じ、或いは、似ている児童でグル

ープを作っていることを確認する。 
 
○自分の考えたものを確認するためには、どんな条

件が必要なのか（同じにする条件・変える条件

等）、前次までの実験の時の条件整理の仕方を参

考に考えさせるようにする。 
○同じような予想や仮説を立てている児童のグル

ープなので話合いを通して、実験の方法をより明

確にもたせるようにする。 
＊全体で確認することによって、実験の時に気を付

けることや他の班の実験について知ることがで

きるようにする。 
＜多様な観点と見通し＞＜交流と協力＞ 

○児童の考えた実験方法が実現できるように、実験

方法として考えられるものを準備しておくよう

にする。 
・自分の予想や仮説を確かめるための実験方法を

考え、準備することができたか。 
            （ノート、実験の準備） 

＜多様な観点と見通し＞＜交流と協力＞ 
○これから時間のかかる実験になるので意欲が継

続できるような言葉かけを考え、まとめるようにす

る。 
 



（３）授業研究の様子（ＥＳＤの視点に立った能力や態度を育成するための手立てに沿って） 
＜ 導入段階「事象提示から本時のめあてをつかむ」＞ 

① 事象提示（成長の様子が違うインゲンマメの苗と自分の苗）から模造紙に子どもた

ちが気付いたことを書き込んでいくようにする。       ＜交流と協力＞ 

成長の違うインゲンマメは、子ども達と一緒に種子を蒔き、少しよく成長したものと、

成長の悪いものをグループの数＋αで育てておいた。子ども達に一人ひとつずつ蒔かせ

るときに、一緒に蒔くと「あの時、一緒に蒔いたものだ」と子ども達も分かる。だからこ

そ、どこに違いがあるのかを主体的に観察し、気づきを促すことができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 提示したインゲンマメや自分のインゲンマメの苗を比べて、相違点を見つけていく

中で、原因を考えさせるようにする。        ＜多様な観点と見通し＞ 

  グループで学習の足跡を模造紙に残してきた。単元の導入で今までの植物を育ててき

た経験や学習を振り返り、発芽の条件を調べてきたことが書き込んであるこの模造紙を

もう一度見直すことで、何が原因か考える手立てとさせた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「比べてよく観る」ということができて

いることが、子ども達の苗を観察してい

る姿からうかがうことができた。模造紙

に書き込みながら話すことで、気づかな

かったことに気付いたり、自分の気づき

に自信を持ったりすることができた。 
● 気づきの少ない児童のためにグループ

での活動を入れているが、意図的な班で

はないので、気づきを促す言葉かけが必

要なグループもあり、十分な言葉かけが

できなかった。 

○ 先生の「困った」に答えようと、「どう

して成長に違いが出てきたのか」そのわけ

を自分たちの生活経験の中から、或いは既

習事項の中から「水かな」「肥料かな」「日

光かな」等、葉の色や茎の太さの違いなど

の気づきをもとに考えることができた。 
● 書いたり、話し合ったりするので、自分

たちのめあてをはっきりとさせるのに時間

がかかった。 



＜ 展開段階「めあてに対して、予想や仮説を考える」＞ 

① 自分の考えをノートに書き終わるのが早い児童から、グループの友達とそれぞれの考

えを書いたり話したりするよう言葉かけをするようにする。  

＜多様な観点と見通し＞＜交流と協力＞ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 発表をする中で、似ているところや違うところなどに気を付けるようにさせる。 

＜多様な観点と見通し＞ 

  全体での話し合いでは、似ていると感じた児童から複数名ずつ指名し、名前の付箋を活 
用しながら考えの分類を行っていった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 書く速さの違いが大きいので、自  

分のノートに書く時間を確保しつつ、

グループの中で各自が友達の様子を見

ながら考えて動けるようにしたので、

自主的に活動する姿が見られた。 
○ めあてをつかむ段階で、成長の違い

の出るわけを考えていたので、予想を

書くのにそれほど時間はかからなかっ

た。 
● 書くことに時間がかかる児童の中に

は、自分の考えは話すことができて

も、話を聞くことができず、書いたも

のを読むだけになってしまった児童も

いる。 

○ 友だちの発表をよく聞き、自分の予

想と似ているのか違うのかを考え、似

ていると感じたときに挙手をして、ほ

とんどの児童が発言していた。 
● 迷ってなかなか自分で発言できない

児童には、机間巡視の時に考えを明確

にできるような声掛けが必要であっ

た。 



＜ 終末段階「本時の学習を振り返る」 ＞ 

 ○ 全員がどの要因に当てはまるのか、誰と考えが同じだったり、似ていたり、違ったの

か等を黒板に発表を聞きながら整理していったものを活用することにより、見通しを

立てることができた。 
● 前時までの学習を振り返るために時間を使ってしまったので、授業案の終末の部分

は、十分に行うことができなかった。 
 ○ 本時のまとめでも、導入で使用した写真を活用し、自分たちの予想したことを確認す

るためにどのようなことをしていけばよいのかを次の時間決めていくことを確認して

終了した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ 次時「予想ら基づく実験方法を考え、実験の準備を行う」＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本時に使用し書き込んでき

た模造紙 

次時の実験計画 



第５学年　ＥＳＤカレンダー 須賀川市立白方小学校

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

社会

理科

総合

外国語

特活

道徳

音楽

図工

家庭

体育

行事

スマイルタイム

考えを明確にして話し合

い、提案する文章を書こ

う

（ⅡⅤ②③⑤⑦）

学校をきれいにしよう

（⑤⑦）

祖父母参観
（ⅤⅥ・③⑤⑦）

ちょっと待って

その情報発信
（ⅠⅡⅥ・②③⑥）

私たちの生活と環境Ⅰ（ⅠⅡⅢⅤ①②③④⑤⑥⑦）

新聞の編集のしかたや

記事の書き方に目を向

けよう

流れる水のはたらき

（ⅠⅡ③⑥⑦）

外国の人と交流しよう（Ⅰ④⑦）

運動会

（ⅤⅥ⑦）

植物の発芽・成長・結実（ⅠⅡ①②③④⑤⑥⑦）

日本のよい

ところは

（ⅠⅡ・③⑥

⑦）

わたしたちの生活と食料生産
（ⅠⅡⅤ③⑤⑥⑦）

私たちの生活と環境

（ⅠⅡⅢⅤⅥ③⑤⑥⑦）
私たちの生活と工業生産
（ⅠⅡⅤ③⑤⑥⑦）

わが家にズームイン！

（ⅠⅡⅤ③④⑤⑦）

外国との習慣

の違い

（Ⅰ・③⑥）

わたしたちの国土

（Ⅰ③⑦）

魚のたんじょう

（Ⅱ⑥⑦）

おやつづくり

（ⅤⅥ④⑤⑦）

放射線の利用と私たちの

生活

（ⅠⅢⅤⅥ①②③⑦）

放射線を下げる取り組み

（ⅠⅡⅤⅥ①②③⑦）

物を生かして

住みやすく

（ⅠⅥ②③⑦）

めざそう買い物名人

（ⅠⅡⅤⅥ②③⑤⑦）

赤ちゃんとふれあおう（ⅡⅣⅤⅥ④⑤⑥⑦）

環境のためにでき

ること

（ⅢⅤⅥ・②⑤⑦）

ブナ林にいこう・森林について調べよう（Ⅲ⑥）

愛校作業

（ⅤⅥ・⑤⑦）

愛校作業

（ⅤⅥ・⑤⑦）

日本の音楽・世界の音楽

（Ⅰ③⑦）

ごみ・資源エネルギー・地球温暖 ともに生きる自然・生命

私たちの生活と環境Ⅱ（ⅠⅡⅢⅤ①②③④⑤⑥⑦）

（４）今年度の実践の成果と課題 

 ①今年度の実践を振り返って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５年生の総合的な学習のテーマ「私達の生活と環境」 

総合の取りかかりでは、身のまわりの生活と環境で思いつくもののイメージマップを作成し、調べたい

テーマを決定したが、範囲が広く、目的が曖昧であったため、関心にばらつきが見られた。そこで、社会

科の「くらしを支える食料生産」を出発点とし、身のまわりの生活や環境を捉えてみようと考えた。 

 まず初めに、「私たちの食べている食べ物はどこから来ているのか」を全体テーマとし、各自ちらしや

家の食材袋のラベルなどから調べた。そこで生まれた疑問について、それぞれのテーマで調べていった。

社会科の学習に沿って「農業」「水産業」に関心が分散していき、水産業では疑問がたくさん出たため、

漁に携わっていたことのある保護者の方に出前講座をお願いし、実際の漁の様子や子どもたちの疑問に

答えてもらう場を設けた。「これからの日本の食料生産」の学習では、今まで調べてきた食料はさかんに

作られているという子どもの考えと、食糧自給率が低いという現実とのギャップを感じ、日本の食料生産

を守るために日本はどんな取り組みをしているのか、調べ始める子どもの姿があった。一方で、農業や水

産業について調べてきた子どもたちは、どのようにまとめ、伝えたらよいか迷っていた。２月にテレビ局

に見学学習に行くこともあり、テレビ番組風に伝えることに決定し、それぞれのテーマを持ち、発表のシ

ナリオを考えた。グループで話し合う場を繰り返し設けた結果、子どもたちの中に相手意識が芽生えてい

ったように思うが、自分には何ができるかまで考える時間を設けられなかった。早めの段階で子どもたち

の興味関心をかき立てるきっかけを作ることと、自分に立ち返り考えさせる場の設定の必要性を感じた

ため、次の実践で生かしていきたい。 



② 白方小学校のＥＳＤの視点にたった学習指導で育む態度・能力について 

＜多様な観点から考え、見通しをもってよりよい解決策を考える力＞ 

○ 調べ学習に入る前に、自分のテーマに合った調べ方を考えることで、スムーズに調べ学習に入ること

ができた。調べたことを友達と発表し合うことを繰り返し行うことで、伝えることへの抵抗も少なくな

り、活発に話すことができるようになってきた。 

● 自分の調べてきたことを友達に伝えることはできるが、相手意識をもってわかりやすいように話す

順序を考える力や、聞いた意見を取り入れつつよい解決策を考え出す力は、個人差が大きい。今後は、

「相手が納得するように」や「もっとよくなるのではないか」という視点を与え、グループや全体で話

し合う場を設けていきたい。 

 

＜気持ちや考えを交流させ、協力して取り組む態度＞ 

○ 国語科や算数科、特別活動などで思いや考えを伝え合う場を設けてきた。その中で、自分の考えを伝

えることができるようになってきた。 

● 考えを聴いても、多数決という決め方になってしまうことが多い。今後は、自分の考えと比べたり、

多様な意見を受け入れ折り合いをつけたりできるように、「賛成」「反対」ではなく「つなぐ」言葉を使

って意見交流ができるようにしていく必要がある。 

 

＜様々な人や社会、自然などとのつながりを尊重する態度＞ 

○ 身の周りにある食料は、様々な地域または国から運ばれてきており、日本だけでなく外国もそれぞれ

の地形や気象などの特徴を生かしながら産業に取り組んでいることに気づくことができた。それぞれ

の食料生産に関わる人や地域の努力を知り、驚く姿が見られた。まとめる際には「岩瀬の食料について、

みんなに伝えたい」という声が聞こえきて、日本のものを大事にしようとする態度が育ってきたと感じ

た。 

● 今後は、自分に立ち返り、日本のものを大事にするために自分にできることは何かを考えたり、実行

したりできるようにしていきたい。１１月のブナ林探索と社会科の「環境を守るわたしたち」と関連付

けて、調べたことを生かせる学習を行うための手立てを考えたい。 

 

＜より良い未来をめざし、その実現に向けて主体的・計画的に取り組む態度＞ 

○ 行事の際には、各自立てためあてを振り返る時間を設け、最高学年になるという自覚をもち次の行事

に取り組めるよう話をしてきた。その結果、２学期あたりから「６年生のように」「下学年のみんなの

お手本になるように」といった６年生や下級生を意識した振り返りの言葉が出てくるようになった。学

習においても、１週間の計画を自分で立てて自主学習に取り組んでくる児童が増えてきた。 

● 今よりもっとよい学級にするために、学級で話し合う機会を多く設けてきた。月の学級の目標や１日

の目標は、児童が話し合い設定してきたが、それらを守るために計画的に取り組もうとする意識は低い

ように感じる。自分たちで意見を出し合うことはできても、実際に行動するところまでは至っていな

い。また、よりよい生活のために何ができるかを考え、何事にも主体的に動こうとする気持ちも少ない。

今後は、確実に実践できるように目標を厳選して取り組ませるとともに、主体的に動こうとするきっか

けを作っていきたい。 


